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○６月３日に春季コミセン環境美
化活動を行った。年に2回、春と
秋にコミ振役員と職員が力を合わ
せて館内外をきれいにしている。
屋外ではプランターの花を植え替
え、側溝に詰まった枯葉を集め、
窓の土埃を流し磨く。館内ではエ
アコンフィルターを洗い、窓を拭
きあげる。同時に設備点検をして、
補修計画に反映させ、心地よく過
ごせるコミセンになるよう力を合
わせている。
　これからも皆さんに愛されるコ
ミセンを目指して頑張るぞ!!

　この人形の大きさと迫力にびっくり。わが子
の誕生を祝い、強く逞しく育てと願う親心が
伝わってくる。土人形の裏には名前入りも沢山
あった。これは古い作品で変色の味わいも良
く土の温もりを感じる。

7月2日市民体育祭総合第4位

熊と金太郎

温 も り を 親 か ら 子 へ

鵜
う

渡
ど

川
が わ

原
ら

人形⑲

◇
孫
の
亀
小
入
学
と
と
も
に
亀
っ
子
み
ま

も
り
隊
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
毎
朝
登
校
班

と
一
緒
に
小
学
校
ま
で
の
散
歩
を
兼
ね
た

見
守
り
で
は
あ
る
が
、
行
き
交
う
子
供
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
中
高
生
・
通
勤
者
と
の

朝
の
挨
拶
は
、
と
て
も
す
が
す
が
し
く
、

毎
日
活
力
を
も
ら
っ
て
い
る
。
（
芳
賀
）

◇
進
学
し
た
娘
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
届
く
。

授
業
は
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
が
多
い
。
で
も
、

学
校
で
参
加
人
数
自
由
な
一
年
生
対
抗
綱

引
大
会
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
景
品
目
当
て

の
勧
誘
で
友
達
も
増
え
て
楽
し
そ
う
だ
。

素
敵
な
企
画
に
感
謝
。

（
上
田
）

編
集
委
員

編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
中
止
や
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
亀
ケ
崎
十
一
面
観
音
堂

春
の
例
大
祭
で
す
が
、
４
月
18
日
最
上
町
下

組
が
神
宿
組
と
な
り
、
４
年
ぶ
り
に
従
来
ど

お
り
の
形
で
無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
前
日
ま
で
危
ぶ
ま
れ
た
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
元
気
な
子
供
奴
振
り
を
先
頭
に
艶
や

か
な
稚
児
行
列
が
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
夏
の
夜
会
式
や
暮
れ
の
お
歳
夜
、
春
を
告

げ
る
節
分
会
や
お
札
焼
き
。
幼
い
頃
か
ら
慣

れ
親
し
ん
だ
観
音
堂
境
内
は
、
亀
ケ
崎
に
住

む
人
に
と
っ
て
は
心
安
ら
ぐ
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。
神
宿
を
務
め
た
東
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
会
長
も
、
こ
の
お
祭
り
は
「
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
松
原
小
学
校
が
で
き
る
際
も
、
最
上
町
自

治
会
は
観
音
さ
ん
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

分
裂
す
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

神
宿
組
の
人
達
が
集
い
語
ら
う
こ
と
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
第
一
歩
で
あ
り
少

子
高
齢
化
が
進
む
今
に
あ
っ
て
、
そ
の
重
要

性
は
増
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
世
代
を
超

え
、
時
代
を
越
え
て
、
こ
の
お
祭
り
が
人
と

人
、
人
と
地
域
を
結
ぶ
絆
と
し
て
護
り
継
が

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

【
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
】

観
音
さ
ん
の
春
祭
り

春の例大祭春の例大祭
　世代を超え、時代を越えて……　世代を超え、時代を越えて……
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芳
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栗
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幸
春
　
　
藤
丸
　
美
生

齋
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祐
里

（
五
十
音
順
）

　
今
年
４
年
目
を
迎
え
た
『
ほ
っ
と

け
あ
』
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
い
つ

で
も
気
軽
に
顔
を
出
せ
、
ほ
っ
と
く

つ
ろ
ぎ
、
仲
間
に
な
れ
る
「
交
流
の

場
」
で
あ
り
「
い
こ
い
の
場
」
で
す
。

　
毎
週
火
曜
日
10
時
か
ら
、
前
半
は

百
歳
体
操
と
は
つ
ら
つ
軽
体
操
を
週

替
わ
り
で
実
施
。
後
半
は
健
康
に
役

立
つ
情
報
盛
り
沢
山
の
様
々
な
講
座

や
、
う
た
ご
え
サ
ロ
ン
・
輪
投
げ
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
前
半
の
百
歳
体
操
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
ご
指
導
い
た

だ
き
、皆
さ
ん
し
っ
か
り
と「
貯
筋
」

体
力
を
褒
め
称
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

継
続
は
力
な
り
！

　
後
半
の
健
康
講
座
は
役
に
立
つ
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
楽
し
か
っ

た
！
お
も
し
ろ
か
っ
た
！
と
い
う

講
座
を
選
ん
で
い
る
つ
も
り
で
す
が

「
今
日
だ
ば
ち
ょ
っ
と
眠
て
ぐ
な
た

け
の
」
と
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
も
…
。
大
人
気
な
の
は
う
た

ご
え
サ
ロ
ン
や
輪
投
げ
で
す
。
60
人

を
超
え
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
他
の
地
域
か
ら
の
参
加

者
も
増
え
、
仲
間
が
仲
間
を
呼
び
、

交
流
の
場
・
い
こ
い
の
場
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

『
亀
ケ
崎
ほ
っ
と
け
あ
、
ま
だ
行
た

ご
ど
ね
〜
』
と
い
う
皆
さ
ん
、
火
曜

日
10
時
亀
ケ
崎
コ
ミ
セ
ン
に
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

事
務
員
齋
藤
　
祐
里

み
ん
な
の
い
こ
い
の
場・亀
ケ
崎
ほ
っ
と
け
あ

新
時
代
の

新
時
代
の

 
振
興
会
運
営

振
興
会
運
営
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さ
れ
て
い
ま
す
。
は

つ
ら
つ
軽
体
操
は
元

気
王
国
さ
ん
よ
り
ご

指
導
い
た
だ
い
て
お

り
、
百
歳
体
操
で
の

「
貯
筋
」
が
効
い
て

い
る
ら
し
く
ち
ょ
っ

と
キ
ツ
い
運
動
で
も

平
気
で
こ
な
さ
れ
、

毎
回
指
導
員
の
方
よ

り
皆
さ
ん
の
筋
力
・

うたごえサロン

はつらつ軽体操
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亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

管
内
の
自
治
会
役
員
２
名
と
亀
ケ

崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
理
事
２

名
が
酒
田
市
自
治
会
連
合
会
会
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
紹
介
し
ま
す
。

❖
自
治
会
役
員
勤
続
10
年

　
　
千
石
町
自
治
会

　
　
　
　
藤
丸　
美
生
氏

　
　
み
ず
ほ
一
丁
目
自
治
会

　
　
　
　
高
橋　
正
次
氏

❖
自
治
会
長
勤
続
５
年

　
　
末
広
町
東
部
自
治
会
長

　
　
　
　
根
上　
定
勝
氏

　
　
48
区
長
袋
町
自
治
会
長

　
　
　
　
芳
賀　
　
隆
氏

　
同
じ
く
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
会
理
事
２
名
が
酒
田
市
長
感

謝
状
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
紹
介

し
ま
す
。

❖
自
治
会
長
勤
続
12
年

　
　
み
ず
ほ
一
丁
目
自
治
会
長

　
　
　
　
佐
々
木
和
資
氏

　
　
亀
ケ
崎
三
丁
目
東
自
治
会
長

　
　
　
　
堀　
　
正
彦
氏

業務委託
6,357

自治会交付金
敬老会事業費 等
2,940

35％ 38％

16％
16％

10％

11％

31％

12％

10％

各種会費 321（2％）

交付金
5,677

振興会費 2,161

管理費
6,908

補助金 150（1％）
繰越金 518（3％）
参加料 832（4％）

積立金 1,800

雑収入 300（2％） 雑費 72（1％）
予備費 500（3％）
自治活動費 967（5％）
積立金 1,800

学習活動費
2,888

総務費
2,041

歳出
18,116
（千円）

令和5年度収支予算 ※単位：千円

［ 組 織 系 統 図 ］

（ 構成団体 ）
自主防災会

● みんなのいこいの場「亀ケ崎ほっとけあ」
　毎週火曜日午前10時～
　年間を通して開催。（折込チラシ参照）
　亀ケ崎コミセン体育館又は講座室・研修室

● 第8回ほほ笑み祭りin亀ケ崎（文化祭）
　10月21日(土)、10月22日(日)

● 酒田市総合防災訓練
　亀ケ崎自主防災会総合防災訓練
　10月29日(日）

● 秋季コミセン環境美化活動
　11月18日(土)

防犯協会
交通安全協会亀ケ崎支部
体育振興会
社会福祉協議会
民生児童委員会
福祉協力員会
老人クラブ連絡協議会
女性部連絡協議会
スポーツ少年団連絡協議会
食生活改善推進協議会
子供会育成連絡協議会
青少年育成部
三中・亀ケ崎小PTA
カルチャー教室
スポーツクラブ
「通所B型」（ほっとけあ）
広報編集委員会

顧　問

会　長
副会長

監　事 自治会連絡協議会

評議員会

理事会

事務局

　行事の詳細、各団体の活動等は各自治会回覧
板をご覧ください。日程変更の場合も回覧でお
知らせする予定です。

歳入
18,116
（千円）

令 和５年 度 行 事 予 定 住みよい地域社会・ほほ笑みのいこいの場！住みよい地域社会・ほほ笑みのいこいの場！
～ 新たなステップ、更なる進化を目指して～～ 新たなステップ、更なる進化を目指して～

第
49
区
最
上
町
自
治
会
長

亀
ケ
崎
自
治
会
連
絡
協
議
会
監
事

亀
ケ
崎
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長（
会
計
）

亀
ケ
崎
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長（
事
務
局
長
）

亀
ケ
崎
地
域
子
供
会
育
成

連
絡
協
議
会
会
長

大
渕
　
光
一

茂
木
　
美
千
子

奥
山
　
芳
子

谷
松
　
球
恵

令和5年度新理事紹介

令
和
5
年
度
事
業
計
画

☆
印
は
新
規

3
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や

く
終
息
の
兆
し
が
見
え
始
め
、
各
規

制
も
緩
和
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
年

度
の
コ
ミ
セ
ン
活
動
も
従
来
ま
で
と

は
行
か
な
く
て
も
か
な
り
改
善
さ
れ

て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
予
感
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
５
年

度
の
活
動
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

⑴⑴
地
域
活
動
の
継
続
と
拡
充

❶
コ
ミ
振
主
催
の
地
域
活
動

「
ほ
っ
と
け
あ
」
の
継
続
と
拡
充

　
内
容
の
充
実
を
図
り
、
参
加
者
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
広
い
体
育
館

を
優
先
的
に
使
え
る
こ
と
か
ら
、
収

容
人
数
が
多
く
、
多
彩
な
活
動
が
可

能
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
く
れ
る
人
を
確
保
し
な
が
ら

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❷
文
化
祭
と
交
流
サ
ロ
ン

　
今
年
度
も
「
文
化
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

な
ど
を
実
行
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。

交
流
サ
ロ
ン
は
幅
広
い
世
代
の
交
流

の
場
を
主
眼
と
し
て
考
え
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
こ
れ
か
ら

検
討
し
ま
す
。
今
後
、
コ
ミ
振
内
で

「
ほ
っ
と
け
あ
」
運
営
委
員
や
コ
ミ

振
三
役
と
で
、
具
体
案
を
詰
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
　
長

　
東
根　
幸
紀（
第
49
区
最
上
町
自
治
会
）

副
会
長

　
堀　
　
正
彦(

亀
ケ
崎
三
丁
目
東
自
治
会
）

　
芳
賀　
　

隆(

48
区
長
袋
町
自
治
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
亀
ケ
崎
地
区
長
）

事
務
局
長

　
田
村　
　
章(

第
49
区
最
上
町
自
治
会
）

理
　
事

　
大
石　
　
薫　
　
　
小
野　
浩
光

　
今
野　
昭
治　
　
　
栗
田　
幸
春

　
佐
藤　
裕
司　
　
　
足
達　
慧
悟

　
佐
々
木
和
資　
　
　
根
上　
定
勝

☆
大
渕　
光
一　
　
　
鈴
木　
教
正

　
髙
橋　
伸
之　
　
　
佐
藤　
恵
美

　
渡
部　
圖
夫　
　
　
塚
本　
　
任

☆
茂
木
美
千
子　
　
　
藤
丸　
美
生

　
阿
部　
宣
子　
　
☆
奥
山　
芳
子

☆
谷
松　
球
恵　
　
　
田
澤　
　
薫

　
梅
木　
信
幸

監
　
事

　
工
藤　
晃
一　
　
　
狩
野　
良
治

事
務
局
職
員

事
務
員

　
齋
藤　
祐
里

管
理
人

　
森　
　
　
廣　
　
　
渡
部　
敏
次

　
石
澤　
栄
治　
　
　
上
田　
早
苗

❸「
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
」、

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
生
涯
学

習
活
動
、
健
康
増
進
活
動
の
充
実

　
教
室
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
参
加
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

❹
自
主
防
災
活
動
と
広
報
活
動

　
防
災
活
動
は
、
５
年
度
の
酒
田
市

総
合
防
災
訓
練
が
【
10
月
29
日
㈰
】

と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
具
体

的
な
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

「
会
報
」
は
、
年
２
回
発
行
す
る
計

画
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ

せ
、
様
々
な
活
動
の
周
知
、
報
告
を

し
て
い
き
ま
す
。

⑵⑵
令
和
５
年
度
の
設
備
整
備

　
積
立
金
１
８
０
万
円
を
有
効
に
使

う
設
備
整
備
を
考
え
ま
す
。

⑶⑶
構
成
団
体
の
活
動

　
各
構
成
団
体
が
、
年
間
の
事
業
計

画
を
た
て
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

役
職
員
紹
介

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

リズム体操


